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概要 
 数 nm の大きさを持つ「ナノ結晶」は量子ドットとして知られ、量子サイズ効果に基づく数多
くの興味ある光学的性質を示す。その一つとして巨大励起子のコヒーレント発光（励起子超放射）
がある。ナノ結晶は、通常、固体（結晶またはガラス）の中に分散させた試料（充填率 0.01％以
下のナノ結晶分散系）が研究されている。我々は、これまでほとんどの試料がナノ結晶からなる
ナノ結晶薄膜（充填率 100％のナノ結晶分散系）から強い誘導発光が得られることを見いだした。
この薄膜をレーザー媒質として用いた薄膜レーザーの開発を目指している。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
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関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編 Jpn. J. Appl. Phys., 42 (2003) 5660-5664  
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100％のナノ結晶分散
系）から強い誘導発光が
得られることを見いだ
した。（方法の確率） 高輝度平面発光源
誘導発光の起源 
の解明 
ナノ結晶は量子サイ
ズ効果に基づく興味
ある光学的性質を示
す。 
薄膜レーザー 
ナノ結晶の充填密度
をいかに大きくする
か、が課題であった。 
・高出力レーザー
・電子機器への組込 
・平面発光照明 
新技術 
研究
高温で励起子発
光する物質の開発 
電圧励起による
励起子発光の実現 
 
シーズ シーズ
既存の技術と    確立した技術と    当面の目標   更なる技術    最終目標 
過去の課題     今後の課題 
可能性
薄膜から
の誘導発
光の実現 
 
